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秋田県の助a（オオノガイ属)化石

渡部最＊

Iは じめに

日本列島およびその周辺のMya(二枚貝綱，オオ

ノガイ属）については,Fujie(1957,1962)による

総括的な研究がある。その中で，秋in県内の本属の産

地としては，山内村上黒沢付近（黒沢層）が1個所あ

げられているにすぎない。しかし，岐近の地質学ある

いは古生物学関係の報告によると，本属化ｲiはかな0

多くの地点から産出してお0,その年代も中断mﾉq黒

沢期から完新世にまでおよんでいる。

このたび筆者は，秋旧県内のMyα化石について洲

在する機会があった。この調査では，まず文i秋によっ

てこれまでに報告されているA/vα化石の旅地と種等

をチェックした。さらに秋ill県立博物館に収喋されて

いた標本を検討し，また若I二の野外洲在も試ゑて，そ

の際新たに採集された化石についても検1汁を加えた。

この調査の成果は，おおよそ

(a)秋田県におけるMya化イ『の年代的・地I'|!的分布

が判明したこと

(bl産状・保存状態および変形の状態が明らかになっ

たこと

(c多くの標本の種を同定できたこと

の3点に要約される。

このうち(blについては別の機会に報告することに

して，本稿では(a)と(c)について述べる。

てある。

図lから，秋Ill県ではMyα化石が，県北東部・中

央部東部および南東部を除いたかなり広い範棚から産

州していることがわかる。

'I吹体動物化石群からみた秋田油Ill地帯の新第三系の

層序は，高安(1969a)によって確立され，その後は

年代|ズ分等が若干変虹されたにすぎない(高安，1980)。

その層序は，年代|ﾒ:分において微化石等によるそれと

くい違う部分もあり，地層の対比等においても異なる

見解が公炎されてきている（北里，1975；松A>;,i98i

など）。しかし本稿では，，司安(1980)の見解をその

まま路襲することにした（炎1）。その理｢'1は，高安

(1980)の層序表によって，秋田県のほぼ全域をおお

う地層の対比がなされていること，本稿が軟体動物化

表1秋'1|地方の新第三紀・館四紀の年代区分と対比

Ⅱ年代的・地理的分布

秋'11県におけるMya化イiの産地を,1211．2,M.

2に示した。図lは，すでに報告されていた旅地と，

今Hの調査で新たに判明した産地とを合せて示したも

のである。図2には，図1の後者の産地と,111)者の産

地のうち，本稿で図示した標本の産地とを詳しく示し

I断安（1980）の対比表をもとに，完新世の部分とMya

化ｲ｢の産出の有無を付Dl1した。地層名は本稿で使用するも

のを主とした。*印は高安(1980)の対比表で使用されて

いない地層名である。

＊秋'1|ﾘ(立博物館
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年 代

ザ
今
Ｊ

一
九 新世

地層名

八郎潟の沖積層＊，象潟層＊

Mya

○

曳新世

鮮新世

中

新

I":

後
期

中
期

り期 I"l前期 I"l前層

潟i'4期

1町川期

粧岡期

天徳寺期

船川期

女川期

西黒沢期

台島期

潟西層，釜谷地層

鮎川層

笹岡層，薄井沢層＊

天徳寺層

老沢層，上川原層＊，黒沢隅

女jil層

小猿部川屑＊，須郷田層

､4，
1‐I烏層

○

○

○

○



渡部最

0

6

oNロ

122
8‐、

OgcyĈ
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図1秋HI県のMya化ｲi産地

これまでに報告さｵ1た産地と本稿で報｛{了する新産地とを示す(1～24)。

する穂等につし､ては表lに記載した。新雌地の詳しい位置はⅨ'2に示した。

：笹岡期,d:船川m.e:西黒沢lりI

各ﾉ唯地の地嶺・地層名．j雁出

a:完新世,b:鮎川IP1,c

－68－



秋Ⅱ1県のMya(ｵｵﾉガｲ属)化ｲi

表2秋田県のMyQ化ｲi産地

1）図lの産地番号

2）原則として本表の「文献とその文献中の産地番号」欄の文献による名称

3)a:MyaiArenomya)are刀αγiaLinnaeus,o:M．(A.)αγe"αγiaoonogaiMakiyamac:M.(A､）
cu71e加γmis(Bohm)iIM.(A.)japonicaJay,I:M.(Mya.)』γ私ncataLlNNAEUS,sp:M.sp.
4）原則として産地が明確に図示された文献を引用した

5）大沢ほか（1984）による地層名

6）角・鴨谷(1973)による地層名

先Iノリ黒沢剛の新第三系には門前階と台島階とがあり，

きわめて稀に海生動物化石が含まれている（大沢ほか，

1979b)。従来軟体動物化石の報告もあったが（高安，

1969a;藤岡ほか,1977),現在ではそれらの軟体動

物化ｲiを含む部分はIJq黒沢階と1人なされている（大沢

ほか,1981;i葡安・小笠原,1981)。いずｵ1にしても

Mraは産していない。

石に|兇lする報告であることの2点である。

次にゥ表lにもとづいて，年代（各剛）ごとにMya

化石の産出の状況や，今回新たに知られた産地につい

て述べる。なお以下におL､て.Myα化石の産地を，

図1の産地につし､てはたとえば1-20のように，図2の

それについては2－12のように表わす。

1 先西黒沢期

－ 6 9 －

No.'

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
【
』
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

１
２
３
４

２
２
２
２

産地 名

峰浜村高野野～枇|ﾒj

藤里町寺沢

二ツ井町馬子岱周辺

二ツ井町館の下～グミノ木

能代市谷地

鷹巣町桂瀬付近

鹿角市ど沢付近

男鹿市五里合安IⅡ

男鹿市脇本Ill谷沢

大潟村C関場

大潟村総合中心地

大潟村南部排水機場付近

五城ii町門前周辺

井川町井内~大台・小菅沢

秋田市金足黒川東方

秋田市外旭川~上新城

秋田市太平黒沢～下皿見内

雄和町中村

千畑町上川原

大森町上坂部付近

東由利町大琴付近

東由利町祝沢･上里･須郷川

象潟町象潟

Ill内村黒沢～南郷

年代

笹岡lUl

笹岡川

笹岡期

笹岡期

笹岡剛

西黒沢剛

船jillpl

鮪川剛

鮪川lUl

完新|吐

完新世

完新世

笹岡期

笹岡期

笹岡期

笹岡lﾛl

淀岡期

笹岡川

船川|＃｜

西黒沢期

西黒沢期

西黒沢期

完新世

船川lUl

地層名2）

笹岡層

薄井沢層

笹岡層5〕

笹岡層5）

筏岡屑

小猿部川層61

老沢層

鮎川層

鮎川層

八郎潟の沖積層

八郎潟の沖秋層

八郎潟の沖横隔

笹|州屑

椛岡層

笹岡層

笹岡層

笹岡層

湛岡層

上川原層

須郷|{1層

須郷Ⅱl層

須郷田層

象潟層

黒沢屑

種3）

ｃ
ｃ
ｏ

ｐ
ｐ

７ｊ
Ｓ
ｃ
Ｃ
・
肋
Ｓ
ｃ

sp

sp

ｐ
，
，
Ｃ
Ｃ

ｓ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
，

ｆ
殉
０
０
Ｏ
Ｏ
ｉ
”
・
川
Ｃ
ｉ
”
・
川
．
』
ｃ
ｃ
ａ
・
川

Ｏ
Ｃ

文献とその文献中の産地番号4）

大沢ほか'1984):(1)。(2

平|｣|･角(1963):ul

Chinzei(1973):19-22-26-28.32'33'34'37.39-43-44-47

Chinzei(1973):2．3．4．7．8

大沢ほか(1984:(5)

坂本ほか(1955):Loc.5

０１

７

４
９
ｕ
５
６
８

２
２
２
２
２
２

稿
稿
稿
稿
稿
稿

本
木
本
本
本
本
Honda(1978):2-3-4-1H2-18-20.22-24-30

Honda(1978):61-62-63,長谷・平Ill(1970)

本稿:2-12

藤岡ほか(1969):m-2．5

藤岡ほか（1977）

藤岡ほか1976)

臼Illほか'1976)

本稿：2－14

畠Ill(1954):R

大沢ほか(1979a):1-3．5

渡部・佐藤(1980):A,本稿：2－13

井尻(1941):161-170-236.504
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図2Myq化イiの雌地

Myα化石の新産地(4～14および図版に図示した標本の旅地(1～4,89,11～14を示した。a～｜の

概略の位置は，各図の下す雄の（）内に記Lた図lの産地滑号によ0知ることができる。使用した地形図は次の

とおり。a:11=1士地理院発行2万5千分の1地形l'<¥「根城岱」,b:H「熊択」,e:I"]「'ﾉｴ瓜山」.r:I")「北

浦」,g:同「船越」,h:同「蓬内台」,i:I司「象潟」,J'同「八沢木」,同派万分のl地形図「森儒」

0:H「羽後浜Il1」。dにはcの，他にはaのスケールが共j血する。
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秋Ill県のMva(オオノガイ属)化ｲi

2西黒沢期

阿仁川流域の小猿部川層で1個所（1－6），および

出判Ill地の須郷田層に数個所(1-21-22)の産地が知

られて↓、る。

小猿部川層の軟体動物化石は，今泉・小間(1952),

坂本ほか''1955),角・盛谷(1973)によって報告さ

れている。本層におけるMyaの産出は稀である。ま

た須郷冊層は，種数．個体数ともに暇富な献体動物化

石を含んでいるが（片llj,1941:大塚,1943;畠Ill,

1954;沓沢,1963;高安,1969b),Myaの個体数

は多くない。

2-14(1-20)は新産地である。この地,1,1Aは，臼ⅡIほ

か'1978の須郷旧居中のSGs(砂岩）分布域にあ

る。淡褐色塊状の砂質シルトサ|･の中に，柚物の破片や，

Smurn,Pα〃刀opecteniMizuhopecien),Ve冗ericaγ－

diaiCyclocardia),Panomya,CⅢ〃e〃usなど頭郷

田屑の代表的な軟体動物化石が多く含まれており，そ

れらとともにMyacuneifoγγnisが縛られた（図版Ⅱ

-1)。

3女川期

本則の地層は,Mα航yα、αや魚類などのほかには大

型化石に乏しく，軟体動物化打としては,Delecto-

pectenpeck九α7mを稀に産するが（尚安,1969a),

Myaは知られていない。

4船川期

軟体動物化石を多産するのは，催礁上昇城周辺の浅

海化した部分の堆積物である（高安,1969a)。本期

の地層においてMyaは上川原層(1-19),黒沢層1

-24）から知られている。

上川原I櫛の軟体動物化石は臼inほか(1976)によっ

て報告されているか,Myaの個体数は多くない。ま

た黒沢層の軟体動物化ｲiについては，ノ|息|ﾉl(1941),

大塚(1943),Hayasaka(1950)などの報告がある。

Myaの個体数はそれほど多くないが，産地によって

は多産することもある。

2-4(1-7)は新産地である。この地点は，臼Illほか

(1983)の老沢層中のOs(泥質浮ｲi質凝1火!尚，凝灰

質砂岩および泥岩）分布城にあり，水野(1960)のあ

げた化石産地中のM-lH':近，もしくはそれと同一地点

*lll沢湖町佐膝隆氏採雌・所ﾙI

と思われる。青灰色泥ｷLl中から,A〃αdαγα,OsZγeα

と共にMyacuneiformisが産した（図版Ⅱ-2)o

なお老沢層の軟体動物化石は，水野（1960），臼illほ

か(1983)によって報告されているが,Myaは知ら

れていなかった。

本多ほか(1985)は，秋田駒ケ岳の北方約2kmの赤

倉沢に席川する宮川層から，軟体動物化石の産出を鞭

告している。宮Ii帳は船川層に対比される地層である

（上Ill,1963)。亦倉沢ではAnadαγαが多く産Illし

ており，それとともに本多ほか（1985）では服告され

ていないMyaが見出された＊。しかしこの産地を筆

者はまだ調査しておらず，詳細は不明なのでMyaが

産出している事実を述べるにとどめておく。

5天徳寺期

本101の堆職物も船川期と同様に，基盤上昇区の周辺

において軟体動物化石を含み（高安,1969a),密柴

して多産することもあるが（口旧ほか,1979;小笠原

ほか,1986),Myaは知られてL,ない。

6笹岡期

いわゆる“大桑・万願寺動物化石群”は本期の地Ii爵

に含まれている。秋1ll県では，本期の地層は広く憧岡

層と呼ばれており,Otuka(1936),高安(1961,19

62），渡部（1967），藤岡ほか(1969),Chinzei

(1973),Honda(1978),Matsui(1985a,b)

などによって，多数の軟体動物化石とその産地が鞭告

されている。Myα化石の産地も多く，個体数も少な

くな↓､。産地は，米代川支流の藤琴川流域(1-2-4),

同じく極柳川流域(1-3)と，五城日町から秋Ill市に

かけて（1-13～17の地域に多く見られる。

そのうち,2-12(1-15)は新産地である。この地点

は，長谷・平Ill(1970)の笹岡層中のSi(泥質砂↑5),

松居(1981)の征|剛層1I'の寺沢砂岩部層の分布域にあ

る。木産地では，塊状シルト岩中にMyacuneiform-

isが多数含まれており，ほかにC〃"ocardium,Mac-

oma,Mercenariaが見られる。Myaの大祁分の個体

は合殻で，しかも層理に対してほぼ砺直な方向を向き，

後方を上位に向けて産する。このような産状は他の多

くの産地とも共通するもので，いわゆる生没状態の産

状である。しかし，本旅地では殻は全く保存されてお

－71－



渡部

らず，しかも著しく変形した個体が多い(図版Ⅱ-6)。

7鮪川期

男鹿半島の鮪川層は主として砂層からなり,Tur-

7舵e〃α,Glycymeris,Patinopecten(Mizuhopecten),

Merce〃αγiαそのほかの動体動物化石を多量に含んで

いる（金原,1942;Takayasu,1962;首藤ほか,19

77）。従来Myaは知られていなかったが,2-9-10

(1-8),2-11(1-9)で見出された。

男鹿半島北岸の安田付近に分布する鮎川層は2枚の

IK炭層を狭んでいる。2-9はその2枚のII'llの層準であ

り，2-10は上位の'IK炭層の上位の層準に位置する。2-

9から得られたMynはM.Iγ勉励Catαであり，砂層中

から他の軟体動物化石とともに産した（図版1-4-5)。

2-10からも数個体得られたが，いずれも幼貝のため，

種を決定できなかった。

男鹿半島南岸脇本付近の鮪川層にも，2枚のIII!炭層

が見られる。2-11では，下位のIll炭層の直上位に，厚

さ約3niの泥層が重なっており，この泥層からMya

arenariaoonogaiが得られた（図版1-3)。この標

本は片殻で産したが，これはiUvα化石としては稀な

ことである。

8潟西期

男鹿半島の潟西層およびその下位に位潰づけられて

いた釜谷地層は，軟体動物化石を多く含む。それらに

ついては,HuziOKAetal.(1970),潟西層団体研究

グループ(1977),渡部(1975,1976,1977)などの

報告があるが,Myaは知られていない。なお最近，

釜谷地層は潟西層の一層相にすぎないとして，潟西層

の中に含められた（潟西層団体研'先グループ，1983）。

9完新世

秋ill県の完新統で海生献体動物化石を多産するのは，

八郎潟の沖積層（三位,1960)と象潟I啓（大沢ほか，

1982;渡部,1979;渡部・佐藤,1980iであり，いず

れもA/vaを含んでいる。

八郎潟の環境の変遷を，主として沖積層中に含まれ

る軟体動物化石をもとにして明らかにした三位(I960'

は,Myaを記録していない。しかし，旧八郎潟西岸

の段丘上にある細文時代前期の遺跡・角間崎貝塚にお

いて,Myaa7enαγjajaponicaJayオオノカイか

検出されている（西村，1957）ことから，八郎潟の沖

積層にMyaが含まれていることが予想されていた。

届

八郎潟の干拓工1¥中あるいはその後，水路掘削等の土

木工事に伴って，湖底面下の沖〃i層から多量の海生軟

体動物化石が掘り上げられている。この軟体動物化石

については若美mj-'K(若美町史細さん委員会綱,1981)

に記述されており，その中にオオノガイも含まれてい

る。

八郎潟の沖積層は広い範囲でMyaを含んでいるよ

うであり，筆者も，八郎潟干拓地（大潟村）内の2－5

(1-10),2-6-7(1-11),2-8(1-12)において，

Myααγenariaoonogaiを発見した（図版1-1)。

本層のMyaは,Glossauﾉα工Rapana,A〃αdαγα

{Scaphαγca),Merelγな,Rhacosoma,Madγα

などとともに産する。なお2－6では,Corbiculαを

多量に含む本層表層部の下位に，生没状態のMyaか

多数個体観察された。

象潟層は，1804年に地震に伴う隆起によって陸化し

た‘‘古象潟“と呼ばれる内湾の堆積物である。本層か

らもMyααγe"αγiaoonogaiが知られていたが（渡

祁・佐m,1980),今H,既知の産地の約250m東方

の2-13において本種が見出された（図版1-2)。

Ⅲ各種の形態と同定上の問題点

今H検討･した標本は約150個体であり，識別しえた

極は,Myααγe”αγiaoonogai,M.cuneiんγmis,M.

#γ秘neataの3種である。ここでは，標本の観察結果

にもとづき，これらの3種について形態上の特徴を記

i放し，合せて同定上の問題点を述べる。

なお本属に関しては，研究者によって，1lIi属・種・

ill'種の名称が異なっていることが多い。そこで本稿で

は，それらにつし､ては波部(1977)の定義に従うこと

にする。

MyaiArenomya}αγ“αγzaoo刀ogaz

Makiyama,1935オオノガイ

（図版1-1-2．3

殻はやや長い卵形。前縁は円く，腹縁はゆるく湾llll

して後方へしだいに細くなるが，後端は尖らず円い。

後背縁はI直線的な個体が多い。殻表には多少不規則な

成長脈がある。殻のふくらゑは一般に弱く，幼貝で･殻

頂から前腹縁に向かう|凌が認められるが，成長すると

消える。内面は，前筋痕が細長く，後筋痕は円形もし
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欣lIIﾘ,↓のMya(オオノカイノ,Ⅲ#)化fl

くは桁I'J形。套線は深く湾入して，般頂の下のあたり

で円くなる。左殻の弾帯受は長く突川し，その外縁は

PK,へら状である。

なお殻のふくらゑは，個体変異がﾉくきL,ようである。

化石においても現生の標本においても，同一産地のも

のを比鮫した場合，個体ごとにふくらゑが拠っている

のが普通で，時おり強くふくらんだfl.'.l体が見うけられ

る。

波部・伊藤（1965）によれば,M.αγe'1αγlaoo"o-

gaiは，北極海とそれをめぐる海域に広く分伽する原

1M.αγe"αriaと多少の差はあるが，血統的で|ﾘ1碓

な|天別はできないと↓、うことである。今i"l検紺した標

本は，現′tの男鹿半島i櫛岸および知多湾産のA/.αγ－

2"αγiaoonogaiと区別できなかったので,'il(種に同

定した。

Mya(Arenomya)c拠冗e〃oγ"lis(Bohm,1915)

（図版Ⅱ－1～6）

殻形はlii]種に似てやや長し､卵形oii緑はI'｣く，腹縁

はゆるく湾曲するかm線状で，後方へしだいに細くな

る。後背縁はH'i線的であるが，後端近くで急に折れilli

ることが多いので，後端が急に細まる個体が多し､。殻

頂は前樋よりも前方にあるので，後部が長い。また殻

頂は前種より高い。殻表には前種と同様な成長脈があ

る。殻はかなりよくふくらむ。特にlit)ﾉﾉが強くふくら

むので，殻頂から前腹縁にかけてにぶい陵が発達する

ことが多く，特に幼貝で顕著である。｜ﾉmをn'l接観察

できる標本はなかったが，よく保存さﾙ'たlﾉ1ﾉⅢで観察

したところによれば，套線は深く湾入し，段lhの下付

近，個体によってはそのややIll]方でnくなる。左殻の

り埴帯受を観察できる標本は少なかったが，この形はlii)

師と異なり,'il'.三角形状で角ばっている。

笹岡lりl以前の化石では，殻が保存されてし､る概本が

少なく，保存されていても細かく割れていたり，もろ

くて不完全であり，また変形によって1(間体ごとに外

形が異なってL､るため，種の岡定は容易ではない。M

馳冗“んγmisは外形が喫型であることが大きな特徴で

あるが，上述の事'情のため外形を同定のﾉI哩準として重

脱することができない。そこで今I"lは，剛附IB以前の

化ｲ1については，殻頂の位置と高さ，役のふくらみの

強さとその位慨などを，同定の主要なfがかりとせざ

るを得なかった。

糸魚川ほか(1982)によれば，瑞浪層鮮産の水種は，

後端が広く，服縁中央祁がへこむなどの特徴を有する

個体が多いということである。今回検討した標本の中

にもそのようなものが時おり見られるが，この場合は

変形の結果である可能性も考えられる。

Mya(Mya)truncataLlNNAEUS,1758

エゾオオノガィ

（図版1-4-5)

殻はり|'形，前縁は円く，腹縁はI貞線的で，後方へ刑'｜

<なる。後端は広く切断状。殻頂はほぼ中央にある。

殻のふくらみはやや強い。殻頂側から見て，雌もふく

らんだ部分から後端にかけての線は，前2種でややふ

くらむか1曲:線的であるのに対し，本種では明らかにへ

こむ。殻表の成長脈はやや強く，前端部と後端部には、

不晩則なしわ状の彫刻が呪れる。内面は前筋痕が細長

く，後筋痕は非常に小さくて円い。套線の湾入は前2

秘よりやや浅く，多少角ばる。左殻の弾帯受は長方形

状を呈し，外縁が殻の背縁とほぼ平行になる。

上述のﾂil帯受の形は，波部(1975)の図示した標本

のそれと一致するが,Fujie(1957)の図fig.2-E'

とは若干災なる。また殻形も，波部a975,1977)や

波部・伊藤(1965)の図示した標本と違って，やや長

い。これらの相違，特に殻形の相違は，今I"l検II､Iした

標本がいずれも未成貝であることによるのではなL,か

と思われる。標本の成長線を観察したところ，殻長が

2.5cm前後に達するまでは後端が切断状になっておら

ずArenomyai堀とH様な外形を呈している。これ

は，成長するにつれて後方への伸長が不良になること

を意味しているので，幼勝貝は，成貝に比べてｲ)l対iiり

に殻長が長いことになる。いずれにしても，保存の完

全な成貝化ｲiが得られた折には，再検討の余地がある。

なお本種は，秋Ill県で･は化石・現生を通じてこれま

でに記録がない。

以上に述べた3櫛のほかに，秋旧県では表2に示し

たとおり，しばしばMyaノaponicaJayが記録さ

れている。本種はA/.αγe7zαγiaoonogaiに殻形が似

ており，混lr1されてきた。lll'J種の差異は，前郁の方が

成長脈があらく，かつ弾帯受と套線の形態がM.trun-
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渡祁

Catαに近いことである（波部・伊藤，1965)。現生の

標本では殻質が異なっていることも知られている（槙

山，1935）。従って，殻の内・外面を観察できるよう

な標本でないと，両種の識別は困難であることになる。

今回検討した標本の中には,M.japonicaに同定でき

る個体はなかった。

Ⅳまとめ

以上に述べたことをまとめて列記する。

（1）秋田県においてMyα化石は，一部の地域を除

く広い範囲から産出する。

（2）年代的には，中新世中期の西黒沢期のものが最

も古く，それ以後の各年代の地層に含まれている。

（3）今回確認された種は,Myααγe〃αγlaoo"ogα‘，

M.cuneiんγmis,M，tγuncatαの3種である。M.

tγu〃Catαは，秋田県では，化石・現生を通じて始めて

の記録である。

(4)M．cⅧneiformisは西黒沢期から鮮新世の笹岡

期にかけて,M.tγ拠仰Catαは更新世の鮪川期に,M.

αγe"αγiaoonogaiは鮪川期および完新世に，それぞれ

出現する。
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渡祁展

NeogeneandQuaternaryMyafromAkitaPrefecture,

NortheastHonshu,Japan

AkiraWatanabe

AbstractThreespeciesofgenusMyaarerecognizedinthefossilspecimensfromAkitaPrefectuer,

storedinAkitaPrefecturalMuseumandnewlycollectedbytheauther. TheyareMya(Arenomya)

αγe冗αγiaoonogaiMaKIYAMA,M.(A.)cuneiformis(BOHM)andM.(Mya)truncataLlNNAEUS.

MyacuneiformisisdistinguishablefromM.αγe"αγiaoonogaibyinflatedshellandhigherumbo.M.

tγu〃cafadiffersfromtheformertwospeciesinhavingtheshellthattheposteriormarginisti､uncated.

ThefossilsofthreespeciesofMyaarecontainedinfollowingformations.

M.cuneiformis

TheMiddleMiocene:TheSugotaFormationintheDewaHillyLandandtheOsarubegawaFormation

intheriverbasenoftheriverAni

TheLateMiocene:TheKurosawaFormationinSannai-mui､a,theKamikawaharaFormationinSenhata

-machiandtheOinosawaFormationinKazunoCity

ThePliocene:TheSasaokaFormationintheriverbasenoftheriverYoneshiroandtheGojome-Akitaarea

M.truncata

ThePleistocene:TheShibikawaFormationintheOgaPeninsula

M.arenariaoonogaj

ThePleistocene:TheShibikawaFormation

TheHolocene:TheKisakataFoi､mationinKisakata-machiandtheHolocenedopositsintheHachiro-gata

図版の説明

図版I(×1

Mya(Are刀omya)αγ”αγLaoononai(Makiyama)

la-c・八郎潟の沖積層(2-8)産。後端が多少欠損し

ているが，それ以外はほぼ完全な左殻。

2．象潟層（2-13）産。完全に保存された右殻で，

殻皮も残っている。

3．鮎川層(2-11)産。殻は保存されておらず，左

殻のみ､で産した。外形がM.ノaponicaに似るが，

弾帯受が観察でき，その形状によって本種に|司定さ

れた。

M̂ a(Mya)truncataLlNNAEUS

4a-c.鮪川層(2-9産。ほぼ完全な左殻。合殻で産

したが，右殻は細かく破損したため復元できない。

oa-c.同上産。ほぼ完全な左殻であるが，殻は細かく

割れ，破片の一部は割れIIを境にしてもとの位|首か

ら多少移動している。右殻も保存されている。

図版Ⅱ（×1）

MyaiArenomya)cuneiformis(Bohm)

1.須郷Ill層(2-14)産。合殻で産したが，左殻は腹

縁部がわずかに観察できるのみである。殻は保存さ

れていない。

2．ど沢層（2-4）産。合殻の標本の左殻を示す。殻

は保存されていない。

3a-c.笹岡層(2-1)産。殻が部分的に保存されてい

る。ほとんど変形や破損の見られない標本である。

4．檀岡層（2-2）産。合殻の標本の左殻の内型で．あ

る。套線がよく観察される。殻頂祁と後端部がかな

り欠損している。

5．笹岡層（2-3）産。後部は欠けているが，左殻の

弾帯受がほぼ完全に保存されている。

6．筏岡層（2-12）産。合殻の標本の左殻を示す。殻

は保存されておらず，殻頂より前方が殻長方向に陥

没するように変形しているため,M方が著しく短か

くなって見える。
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秋IIlﾘ,IのMya(オオーノカイ偶)化ｨi

図版I
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図版Ⅱ
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